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千葉商科大学（学長：島田晴雄）サービス創造学部（学部長：吉田優治）は、「サ

ービス創造」の重要性を広く社会に認識していただくことを目的とした「サービス創

造大賞 2015」について、学部公式サポーター企業（学部教育への協力協定を結んだ企
業）ならびに本学審査委員会（審査委員長：島田晴雄）による厳正なる審査の結果、

受賞作品を決定いたしましたのでお知らせします。 
第 8回目となる同募集企画は、一般課題部門「あったらいいな、こんなサービス」
に加えて、同学部公式サポーター企業の株式会社ＡＳＰＥ（千葉ジェッツ）、ジェフ

ユナイテッド株式会社（ジェフユナイテッド市原・千葉）、セントラルスポーツ株式

会社、株式会社千葉ロッテマリーンズ、株式会社ルネサンス（※企業名 50音順）にご
協力をいただき、「あったらいいな、スポーツのこんなサービス」を課題とした企業

課題部門を設置。今までにない斬新な発想を取り入れた優秀な作品を募集しました。 
今年度 7月から受付を開始し、全国の高校生や本学学生、一般の方から集まったア
イデアは 2,286件（一般課題部門：1,534件、企業課題部門 752件）にのぼり、一般課
題部門では、体の不自由な方や夜間出掛ける子供や女性の視点に立つことで生まれた

安全な道を教えてくれるサービス。企業課題部門では、スポーツビジネス界を牽引す

る学部公式サポーター企業計 5社の厳しい審査を経て、スポーツ観戦者、競技者、ビ
ジネス提供者といった 3つの側面から創造された ITサービスや観戦サービスがそれぞ
れ大賞に選ばれました。 
大賞に輝いた作品の詳細ならびに受賞アイデア一覧は別紙をご参照ください。また、

審査結果の詳細は、千葉商科大学「サービス創造学部」Webページにて発表しており
ますので、ぜひご覧ください。（同大賞の受賞賞品は、Webページ上での発表を以て
受賞者にお贈りしています。） 
 サービス創造学部Webページ http://mit.prof.cuc.ac.jp/fsiblog/taisyo_2015 
 

※2015年 12月 25日(金)～2016年 1月 6日(水)は年末年始休業のためお問い合わせは受付いたし

ておりません。ご了承いただけますようお願い申し上げます。 

＜お問い合わせ先＞ 

千葉商科大学 戦略広報センター 〒272-8512 千葉県市川市国府台 1-3-1 

Tel：047-373-9968  Fax：047-373-9969  E-mail：p-info@cuc.ac.jp 

「サービス創造大賞２０１５」 受賞者決定！ 

千葉商科大学 プレスリリース 

www.cuc.ac.jp 

全国から 2,286 件の 「サがつくひらめき」 



別紙 

サービス創造大賞 2015  受賞アイデア一覧 
 応募総数 2,286件（一般課題部門 1,534件 企業課題部門 752件） 
 
★大賞（奨学金 10万円） 
 

一般課題部門 

■タイトル：「安道さん」 北海道岩見沢緑陵高等学校２年 堂本 京矢さん 

私があったらいいなと思ったのは、安全な道を教えてくれるサービス、名付けて「安道さん」です。なぜこの

サービスがあったらいいなと思ったかというと理由は二つあります。まず一つは、目の見えない人や車いすな

どの体の不自由な人に安心して出かけてほしいと思ったからです。目の不自由な人には少しの段差も怖いはず

です。車いすの人は坂道などは大変でしょう。そういう道を避けて案内すると安心できると思ったからです。

二つ目は、事故多発な道などを避けるような、親も子供も安心できるような道案内をしてほしいと思ったから

です。少し遠回りだとしても安心安全が大切だと思い、このサービスがあったらいいなと思いました。  

 

企業課題部門 

■タイトル：「ヘッドフォン付きシート、観戦解説サービス」 千葉商科大学２年 川名 和颯さん 

私の趣味はスポーツ観戦です。よく様々なスポーツの試合を観に行くことが多いのですが、どのスポーツの試

合を観戦していても思うことが一つあります。それは目視だけではよく分からないプレーや采配、審判の判定

があることです。その結果に納得のいかないまま試合が終わってしまうことが多々あります。そんな時に私が

あったらいいなと思ったサービスは「観戦シートにヘッドフォンが付いていて実況解説をしてくれるサービス」

です。このサービスがあれば私の様にプレー、采配、判定に納得のいかないまま帰ることになる人も少なくな

るし、そのスポーツに詳しくない初心者の人でも気軽にスポーツ観戦を楽しめるようになると思います。 

 

■タイトル：「スマホで簡単 トップアスリート育成メール」 青森大学 中嶋 潤さん 

私が考えたサービスは、バッティングやシュートのフォームなどその競技の動きを動画に撮ってメールで送る

と、その競技の専門家が動きを評価してどこを直したらもっとよくなるかなどのアドバイスをもらえるという

ものです。このサービスは、どんなマイナーな競技にも対応していて、誰でもその競技のトップの専門家に評

価してもらえるのでスポーツがもっと楽しく、上手になると思います。私はマイナー競技で練習には苦労して

いたのでこのようなサービスができてほしいと思います。 

 

★優秀賞（図書カード２万円相当）５点 

■「テレビ観戦でより躍動感を」 

岩手県立宮古商業高等学校２年 佐々木 汐里さん 

■「紙じゃない！新しいレシートの形」 

埼玉県立新座総合技術高等学校２年 遠藤 菜々子さん 

■「どちらもいける靴」 

静岡県立沼津商業高等学校３年 佐藤 ななみさん 

■「職人になろう！」 

一般・岡山県 石田 裕美さん 

■「バーチャル東京マラソン」 

一般・東京都 奥山 晋さん 

  



★高校賞（図書カード５千円相当）１７点 

■「みんなでスポーツ！」北海道岩見沢緑陵高等学校 2年 佐野 将士さん 

■「どんな時でも安心」北海道札幌東商業高等学校 2年 泉 奈那さん 

■「外出先からの施錠確認サービス」北海道深川東高等学校 3年 片渕 尚人さん 

■「ルール」岩手県立宮古商業高等学校 2年 杉本 大展さん 

■「夢の続きが見れるアプリ」福島県立猪苗代高等学校 3年 遠藤 南さん 

■「私のシャンプー」福島県立郡山商業高等学校 3年 永井 章太さん 

■「どこでもＳＯＳコール！」福島県立平商業高等学校 3年 木村 萌さん 

■「誰でもゆっくりお買い物！！」昭和第一高等学校 1年 池田 彩乃さん 

■「温かい氷」東京都立第三商業高等学校 3年 秋葉 海音さん 

■「これで安心玄関開け閉め」埼玉県立新座総合技術高等学校 2年 金井 愛海さん 

■「解説アプリ」群馬県立嬬恋高等学校 2年 田村 花音さん 

■「自動で計算してくれるカゴ」長野県小諸商業高等学校 1年 櫻井 瑠華さん 

■「鍵をかけたか確認してくれるアプリサービス」石川県立金沢辰巳丘高等学校 1年 古澤 祐里さん 

■「一瞬でくつがかわく！！」静岡県立静岡商業高等学校 2年 杉山 若那さん 

■「サイドが見えるモニター」静岡県立沼津商業高等学校 古屋 美帆さん 

■「ゴミの分別を助けるアプリ」広島市立広島工業高等学校 3年 橋本 瑞生さん 

■「いつでもどこでもいろいろなシューズがつかえる」愛媛県立津島高等学校 2年 梶原 裕希さん 
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